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ご利用のみなさまへ 

 

日頃より、あいの風とやま鉄道をご利用いただきまして、誠にありがとうございます。 

 

当社は 2015 年 3 月 14 日、北陸新幹線金沢開業と同時に運行を開始し、2018 年度は開業 4

年目となりました。2019年 3月には、念願の富山駅高架化切換工事が無事完了し、当駅の利

便性が格段に向上しました。 

また、この間鉄道事故の発生もなく、多くのお客様にご利用いただき、皆様方のご理解、

ご支援に深く感謝を申し上げます。 

 

当社は、社員一人ひとりが密接に連携し課題解決に努めてまいりました。 

また、「ヒトはミスするもの」を前提に「ヒューマンエラーを大きな事象につなげない」取

り組みをすすめ、安全・安定運行を目指し、ルールの実行度把握や設備状態の点検や保守を

確実に行ない、事故の未然防止に努めております。 

 

鉄道を経営する当社にとって、「安全性の確保」は変わることのない最優先の命題です。私

たちは、法令遵守のもと、社員ひとり一人がこのことをしっかり自覚し、考動するとともに

リスクに対する感度を磨くことにより、さらなる安全性の向上に向け、一丸となって取り組

んでまいります。 

 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、当社における輸送の安全確保の取組みや安全の実態に

ついて、自らを振返るとともにお客様に広くご理解いただくために公表するものです。この

報告書に対する皆様のご助言やご意見をお聞かせいただければ幸いに存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

あいの風とやま鉄道株式会社 

代表取締役社長 日吉 敏幸 
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１. 安全の基本方針と安全目標 

(1) 安全の基本方針 

安全を最優先するため、「運転安全規範（あいの風規第 10号）」を定めています。 

また、安全意識の高揚と具体的行動の実践を図るため、安全に係わる行動指針として「安

全綱領」と「具体的行動（安全考動）」を携行し、職場における点呼や会議にて「唱和」し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 安全目標 

当社は、「安全性の確保を最優先とし…」を経営理念として掲げ、具体的数値目標を定め

取り組みを進め、結果『列車事故（列車衝突・脱線・火災）』『お客様はもとより当社作業

にかかわる作業者の死亡事故』等の発生はありませんでした。 

今後も、着実な取組みを推し進め目標達成を目指します。 

 

目標とする項目 
2018年度 対目標 

（達成＝○） 

 

2019年度 

の目標(件) 目標(件) 実績(件) 

列車事故（列車衝突・脱線・火災事故） 0 0 ○ 0 

ホームにおける鉄道人身障害事故 0 0 ○ 0 

踏切障害事故 0 0 ○ 0 

お客様はもとより 

当社作業にかかわる作業者の死亡事故 
0 0 ○ 0 

 

 

「安全綱領」 

(一) 安全の確保は、輸送の生命である。 

(二) 規程の遵守は、安全の基礎である。 

(三) 執務の厳正は、安全の要件である。 

「具体的行動（安全考動）」 

1. 私たちは、「基本動作の実行」と「確認の励行」で安全輸送に徹します。 

2. 私たちは、「法令」及び「社内規程」を理解し、「遵守」します。 

3. 私たちは、「最も安全と認められる考動」で職務を遂行します。 
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２. 2018年度 鉄道運転事故及び輸送障害の発生状況 

鉄道人身障害事故が 1 件発生、また輸送障害が 15 件発生し、12 件が災害や第三者による

ものでした。 

また、『部内原因（鉄道設備の故障や取扱い誤り）における輸送障害件数を 6件以下』とし

て取組を進め、結果 3件と目標を達成しました。 

今後も継続した、再発の防止を図っていきます。 

※ 輸送障害とは、鉄道事故等報告規則に定める、旅客列車に 30 分以上の遅れや運転休止となった件数です 

(1) 鉄道運転事故（列車衝突、列車脱線、列車火災、踏切障害事故など） 

鉄道人身障害事故が 1件発生しました。（酔客による列車と接触） 

 

(2) 輸送障害（旅客列車に３０分以上の遅延や運休など）     15件 

 災害による障害 （雨、風、地震、雪等）          5件 

 第三者による障害（自動車の線路内転落や踏切での脱輪など） 7件 

 鉄道設備の故障による障害（車両・信号設備等）       3件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) インシデント（事故に至らない兆候事象） 

ありませんでした。 

 

(4) 行政指導等 

ありませんでした。 

 

 

系統 
2018年度 対目標 

（達成＝○） 

 2019年度 

の目標(件) 目標(件) 実績(件) 

指令 0 0 ○  0 

駅 0 0 ○  0 

乗務員 1 0 ○  0  

車両 3 1 ○  2 

施設 1 0 ○  1 

電気 1 0 ○  2 

その他 0 2 ×  0 
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３. 安全管理体制と安全管理方法 

安全の確保を図るため、社長を最高責任者として体制を構築し、安全統括管理者である常

務取締役をはじめとする各管理者の役割と権限を定めています。 

(1) 安全管理体制 

① 安全管理組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 各管理者の役割 

管理者 役割 

社  長 輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う。 

安全統括管理者 

（常務取締役） 
輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

運転管理者 

（営業課長） 

安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括

する。 

乗務員指導管理者 

（運転管理センター所長） 

運転管理者の指揮の下、運転士の資質の保持に関する

事項を管理する。 

列車運行管理者 

（輸送課長） 

運転管理者の指揮の下、輸送計画の作成及び指令業務

に関する事項を統括する。 

施設管理者 

（施設課長） 

安全統括管理者の指揮の下、施設に関する事項を統括

する。 

電気管理者 

（電気課長） 

安全統括管理者の指揮の下、電気に関する事項を統括

する。 

車両管理者 

（輸送課長） 

安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括

する。 

総務企画部長 設備投資、財務及び要員に関する事項を統括する。 

安全推進課長 
安全統括管理者の指揮の下、安全の確保に関する事項

を推進する。 

安全統括管理者 

（常務取締役） 

安全推進課長 

電 気 管 理 者 

（ 電 気 課 長 ） 

施 設 管 理 者

（ 施 設 課 長 ） 

運 転 管 理 者 

（ 営 業 課 長 ） 

車 両 管 理 者 

（ 輸 送 課 長 ） 

列車運行管理者

（ 輸 送 課 長 ） 

乗務員指導管理者

（運転管理センター所長） 

総務企画部長 

社 長 
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(2) 安全管理方法 

① 安全の日の制定 

創業日の 24日を「安全の日」と定め、社長含めた各課長が現場に出向き、管理状

況の確認や「社員の声」を聞いています。 

② 安全推進委員会 

毎月、社長をトップとし各管理者及び各現場長による安全推進委員会を開催し、

前月の事故、輸送障害、ヒューマンエラー（安全報告）の報告について意見交換を

行い、必要な事項を関係する社員へ指示しています。 

③ 社員の声 

現場での抽出された課題については、自箇所で工夫し解決としていますが、自箇

所のみでは対処できない規定の変更や設備の改修等については、本社安全推進委員

会で検討し、方針決定を行っています。 

④ 安全衛生委員会 

毎月、安全衛生委員会を開催し労働災害防止にむけた取組を進めています。 

 社員の声の例  

  悪天候により、列車の運転を見合わせる場合、無人駅に駅頭掲示を張り、お客様へお

知らせを行ないます。 

  このため、悪天候の中を乗用車を運転（約 30ｋｍ）し、天候が回復すると、また外し

にいかなければならず、交通事故のリスクが高い。また、即応性にも欠ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越中宮崎駅 

魚津駅 

駅頭掲示を張り

にいかなきゃ！ 

ダイヤが戻ったし駅頭

掲示を外さなきゃ！ 

越中宮崎駅 

魚津駅 

お知らせ 

只今、糸魚川~

泊駅間は運転

を見合わせて魚津駅からリモート

コントロール 

表示状況を確認 

越中宮崎駅に魚津駅からリモートコントロ

ールできるディスプレイを設置しました。

度〕 

掲示の変わりに 

ディスプレイを設置 

(例－1) 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwizsdbgv_HeAhUCerwKHXFGBE8QjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2013/10/blog-post_9894.html&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwizsdbgv_HeAhUCerwKHXFGBE8QjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2013/10/blog-post_9894.html&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjTgbuBwPHeAhUP8rwKHWbSDkMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.illust-box.jp/sozai/66494/&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjTgbuBwPHeAhUP8rwKHWbSDkMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.illust-box.jp/sozai/66494/&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjYuInHwPHeAhUCxbwKHQM0AQcQjRx6BAgBEAU&url=https://www.ac-illust.com/main/detail.php?id%3D622298%26word%3D%E6%80%A5%E3%81%90%E8%BB%BD%E3%83%90%E3%83%B3&psig=AOvVaw0dNYsO_DZLYJCqCkGbKpvP&ust=1543302648770798
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjYuInHwPHeAhUCxbwKHQM0AQcQjRx6BAgBEAU&url=https://www.ac-illust.com/main/detail.php?id%3D622298%26word%3D%E6%80%A5%E3%81%90%E8%BB%BD%E3%83%90%E3%83%B3&psig=AOvVaw0dNYsO_DZLYJCqCkGbKpvP&ust=1543302648770798
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwizsdbgv_HeAhUCerwKHXFGBE8QjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2013/10/blog-post_9894.html&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwizsdbgv_HeAhUCerwKHXFGBE8QjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2013/10/blog-post_9894.html&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjTgbuBwPHeAhUP8rwKHWbSDkMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.illust-box.jp/sozai/66494/&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjTgbuBwPHeAhUP8rwKHWbSDkMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.illust-box.jp/sozai/66494/&psig=AOvVaw35XKRvWEWNmFUjZccXKa7T&ust=1543302440623382
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiM56eBxPHeAhVGWrwKHftFCF4QjRx6BAgBEAU&url=https://economoto.org/illust/3162/&psig=AOvVaw0xNFr1hIIz30rUayCFqj0K&ust=1543303580375357
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高岡駅の舟形改札付近は、風が吹き抜ける事から、夏の酷暑・冬の厳寒での作業になっている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 内部監査 

運輸安全マネジメントへの理解をより深めるため、社長以下、管理者、現場長等が（公財）

鉄道総合技術研究所の運輸安全マネジメント研修を受講し、内部監査員として指定していま

す。 

平成 30年度も、外部講師による運輸安全マネジメント研修を行なうとともに、内部監査を

実施しました。 

今後も、監査を通じ「ＰＤＣＡサイクル」を廻し、継続的な改善に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

      

 運輸安全マネジメントへ造詣を深めるため、外部講師を招聘し継続的に研修を実施しています。 

 

設置後の温度比較  ― フード内温度 

          ― 外気温度 

アクリルフードを設置し、 

スポットクーラーの冷気や電気ヒーターの暖房を 

効きやすくしました。 

(例－2) 

(冬期の例) 

改札にフードを設置 

時間 

気
温 
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４. 安全重点施策の内容と推移 

(1) 設備の改修 

設備の取替、改修等を計画的に行い、安全性の維持・向上を図ってまいりました。 

【車両用応急台車の導入】            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【信号機の LED 化】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【携帯用信号炎管の LED化】  
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【端部柵の新設（小杉駅）】  

 

 

 

 

 

 

 

【消雪能力の増強（高岡駅）】         【消雪能力の増強（入善駅）】 

 

 

 

 

 

 

(2) 社員の教育 

指令、駅、乗務員（運転士、車掌）、車両、施設、電気の各係員への教育訓練は、それぞ

れの職種に合わせて実施しています。訓練の内容は、規程はもとより異常時の取扱、過去

の事故事例の研究、現車を使用した体験型の訓練等により技術・知識の習得を中心に行っ

ています。 

【指令（輸送・運用・設備）と現場（駅・乗務員・車両）並びに本社が机上訓練にて連携確認】 

 

 

 

 

 

 

 

【駅係員の連結訓練】             【救護ハシゴの設置訓練】 
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【施設係員による応急措置器の取り付け訓練】 【電気係員による断線復旧訓練】 

 

 

 

 

 

 

 

【車両係員による脱線復旧訓練】  

         【運転士のシミュレータ訓練】 

 

 

 

 

 

 

(3) 他組織との合同訓練 

相互の連携強化を目的に、隣接する他の鉄道会社との競技会への参加を実施しています。 

【西日本旅客鉄道㈱金沢支社の車両応急処置競技会へ参加】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西日本旅客鉄道㈱金沢支社の施設技能競技会へ参加】 
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【西日本旅客鉄道㈱金沢支社の電気技能競技会へ参加】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(4) 自然災害への備え 

ゲリラ豪雨・台風等の水害や雪害に備え、気象会社による気象予測情報を導入しておりま

す。また、気象システムにより各地の気象情報がリアルタイムに確認できる仕組みとし、迅

速・的確な対処に務めています。 

また、雪害に備えた冬期前訓練を行うと共に 12月 1日から２月末日まで雪害対策本部を設

置して対応にあたりました。 

 

① 気象システムによるリアルタイムな監視 

各地の気象観測端末を一元管理しています。 

（スマートフォンやタブレット端末でも確認できます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地震監視 風監視 雨監視 レール温度監視 雪監視 
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② 雪害に対する備え 

着雪によるパンタグラフ降下に備え、着雪除去の態勢を整えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 安全対策の実施費用 

線路や車両等、鉄道設備の安全性の維持・確保のため、投資・修繕を計画的に実施してお

ります。2018年度は 761,073千円となりました。 

引き続き、お客様に安心してご利用いただけるよう取り組んでまいります。 

 

項  目 金 額（千円以下切捨） 備  考 

老朽設備取替額 103,561千円 

・配電設備取替工事 

・電気系設備改修工事 

・乗降場改修工事 等 

保安防災対策額 313,657千円 

・雪害対策工事 

・こ線橋点検業務 

・電力設備の雷害対策 等 

安全・安定輸送額 29,500千円 
・車両用応急台車導入 

・信号機の LED 化推進 等 

保安度向上額 314,355千円 

・踏切拡幅工事 

・踏切制御子のＨ形化 

・進入防止柵新設 等 

パンタグラフの着雪状況 着雪除去作業 
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６. ご利用者・沿線の皆様との連携（お願い） 

(1) 踏切を通られるときのお願い 

踏切を横断される際は、必ず一旦停止のうえ左右及び前方の確認をしっかり

行ってください。また、注意表示のある踏切では表記について特段の注意をお

願いいたします。 

 

 

 

(2) 踏切およびその付近で異常を発見したときのお願い 

踏切で車が動けなくなったり、踏切及びその付近で異常を発見された場合は、近

くの非常押しボタンを押してください。運転士に異常を知らせ、列車を緊急停車さ

せます。 

(3) ホームを歩かれるときのお願い 

歩きながらの携帯電話のご使用は、ホームからの転落、お客様同

士の衝突や列車との接触の恐れがあり大変危険ですのでお控えくだ

さい。 

(4) 線路内に物を落されたときのお願い 

線路内に物を落されたときは、駅係員もしくは乗務員にお知らせください。むやみに線路

に下りられることは、列車との接触につながる恐れがたかく大変危険ですのでお止めくださ

い。 

(5) 不審物を発見したときのお願い 

駅構内や車内など鉄道施設内で不審物を発見された場合は、触れたり匂いを嗅いだりせず、

駅係員又は乗務員にお知らせください。 

 

７. 安全報告書へのご意見に対する連絡先 

本報告書のご感想、弊社の安全への取組に対するご意見をお寄せください。 

〒930-0001 富山市明輪町 1番 50号 

あいの風とやま鉄道株式会社  

TEL 076‐444‐1300 （営業時間：平日 8:30～17:15）  

弊社 HPからもご意見をお寄せいただけます。 

http://ainokaze.co.jp/guide/contact 


